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「紀の川学」　5/14（木）　郷土の源、ジオを知る　「紀の川市の地形地質とそれにかかわる災害」

おもちゃドクターの卵　集結する！　5/16（土）

　新緑がまぶしい今日この頃、公民館では続々と企画講座が始まっています。
　また、通常講座14講座の募集が終了し、うち半数がなんと募集を上回りました。みなさん
の学習意欲に感動です。公民館のキャパ等で仕方なく定員を大きく上回った3講座（チャレン
ジ「おとなのピアノ塾」、はじめよう「ウクレレ」、心も体もチューニング　コアチューニング教室
（後期）は、抽選を行いましたが、そのほかの募集人数を超過している講座は、講師の先生に
もご理解いただき、みなさんにご受講いただけることとになりました。職員一同、開講に向
け準備を整え、みなさんにお越しいただくのを楽しみにしています。
　なお、そのほかにも単発の講座（公民館へ行こらフェア）もございますので、随時公民館の
掲示板やホームページにご注目ください。
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地域住民同士の「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」を支援し、人づくりと地域づくりに

貢献します！
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公民館講座続々開講しています

初回の「紀の川学」は上記をテーマとして、元高校教諭

の中屋志津男さんにお話をいただきました。「地名は、昔

の地形に由来するものもある」と中屋先生、和歌山市の

「吉原」は「葦の原っぱ」紀の川市の「窪」は「くぼ地」

が由来だそうです。他の地域の地名も地学的な観点からみ

てみると面白いかもしれません。

また、太古の昔、紀の川は和泉山脈のもっと近くを流れ

ていたそうです。現在の地形からは想像し難いですが、地

質や地形からは時代時代の景観や、今後の災害について紐

解くヒントがいっぱいのようです。

講座中の様子や受講者アンケートからも、参加者（21

人）は楽しく講座に参加いただけたようでした。
▲ママたちの会話が止まりません！

わかやまおもちゃ病院・橋本おもちゃ病院の全面的なご協

力のもと、小中学生2人を含む15人が参加し、初回の「めざ

せおもちゃ修理の達人！」講座を開講しました。先輩おも

ちゃドクターから、おもちゃ病院であつかえるおもちゃにつ

いて説明があり、はんだごての使用方法の映像を見るなど、

おもちゃドクターとしての知識を深めるべく学習をしました。

おもちゃの故障は電池に関するトラブルが多いそうです。テ

スターを使い電池の残量を測り、ラジコンのリモコンから電

波が出ているかどうかを調べる、ドクター手製の機器など使

う道具にも触れました。次回はお楽しみの実習で、実際にお

もちゃを分解します。

そんなこんなで、練習用のおもちゃを探しています。お宅

に眠っている壊れていらないおもちゃのあるかた、公民館ス

タッフまでお声がけください。

▼いきいき交流教室 5/20（水）「寄せ植え体験」！

先生が持ってきてくれ

た岩石、しばらく公民

館で展示しています。

5/23（土） ガーデニング好きが集まりました！

参加を募集したところ、定員を上回る69

人の応募がありました。主催側としては大

変うれしい限りです！それに応えるべく、

種々調整してみなさんに受講していただく

ことにしました。初回は「寄せ植え体験」、

参加者同士完成した寄せ植えを褒め合いま

した。人から褒められるとうれしいですよ

ね。アンケートでは「お花のことも話を聞

けて、楽しかった」などの感想をいただき

ました。

企画講座「プロが教えるガーデニング入門

講座」では21人の申し込みがありました。

初回は「園芸の基礎知識」について講師の福

田正人さんから説明を受けました。「土壌づ

くりは大切」と先生、極秘の配合を伝授して

もらうと、受講者は欠かさずメモを取ってい

ました。

今回の実習では当館の花壇で土の改良を行

い、次回の花の植え込みの準備を行いました。

暑い中みなさんとても熱心に、楽しくおしゃ

べりをしながら作業を行っていました。お疲

れ様です。

「みんなで作りあげる、花いっぱいの花

壇」来館のみなさんも楽しみにしていてくだ

さいね。

企画講座「子育てパパ・ママもまったり

交流カフェ」を募集したところ、11組のマ

マたちからの申し込みがありました。5/２

３（土）は、元広がれ子育てネットワーク

和歌山の代表川村ゆりさんのコーディネー

トで、初回にもかかわらず子育てのことを

中心に話が弾みました。一時保育付きなの

で、ママたちもゆっくりまったりと話がで

きたのではないでしょうか。


